
Education of Meiji University 明治大学の教明治大学の教育育
文
学
部
学
生
は
、
14
の
島
か
ら
他
の
島
へ
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
ご
く
気
楽

に
、
興
味
の
あ
る
講
義
を
履
修
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
史
学
地
理
学
科
ア
ジ
ア
史

専
攻
専
門
科
目
「
イ
ス
ラ
ム
史
」
は
、
史
学
地

理
学
科
の
み
な
ら
ず
、
文
学
科
、
心
理
社
会
学

科
の
学
生
も
、
さ
ら
に
は
法
学
部
、
政
治
経
済

学
部
、
農
学
部
な
ど
他
学
部
生
も
受
講
し
て
い

る
。
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
、
専
攻
・
学
科
・

学
部
の
垣
根
を
越
え
て
、
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
修
得
す
る
と
同
時
に
、
先
入
観
や

誤
解
を
お
互
い
に
意
見
交
換
し
合
っ
た
経
験
は
、

学
生
の
「
幅
広
い
教
養
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
充
分
な
専
門
知
識
」
は
、
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
か
。
表
に

示
し
た
よ
う
に
、
各
専
攻
で
は
数
名
〜
20
名
ほ

ど
の
学
生
か
ら
構
成
さ
れ
る
必
修
の
少
人
数
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次
か
ら
4
年
次
ま
で
継
続
し

て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
、
4
年
生
で
執
筆
す
る
卒
業
論
文
に
向
け

て
、
1
年
ご
と
に
研
究
を
進
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
演
習
（
ゼ
ミ
）
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

1
年
次
に
、
14
専
攻
学
生
全
員
が
履
修
す
る

「
基
礎
演
習
」
は
、
各
専
門
分
野
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
研
究
入
門
書
、
文
献
目
録
、
事
典
・
辞

書
類
が
あ
る
の
か
、
ゼ
ミ
で
の
発
表
で
は
ど
の

よ
う
に
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
の
か
な
ど
、
い
わ
ば
研
究
の
基

礎
を
学
ぶ
入
門
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
考
古
学
・
地

理
学
専
攻
で
は
学
外
実
習
も
実
施
さ
れ
る
。
基

礎
演
習
ク
ラ
ス
は
、
高
校
卒
業
直
後
の
新
入
生

文
学
部
の
教
育
理
念
は
、「
充
分
な
専
門
知
識

を
身
に
つ
け
た
幅
広
い
教
養
人
の
育
成
」
で
あ

る
。
こ
の
教
育
理
念
の
も
と
に
文
学
部
は
、
広

義
の
言
語
と
記
号
に
係
る
人
間
の
多
様
な
活
動

を
追
求
す
る
文
学
科
、
時
空
両
面
か
ら
人
間
と

自
然
が
お
り
な
す
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
捉
え
る
史

学
地
理
学
科
、
内
面
性
と
社
会
性
の
双
方
の
側

面
か
ら
人
間
存
在
の
根
源
に
迫
る
心
理
社
会
学

科
と
い
う
3
学
科
、
14
専
攻
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
（
表
参
照
）。
文
学
部
で
は
、
専
攻
別
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
「
充
分
な
専
門
知
識

を
身
に
つ
け
る
」
と
同
時
に
、
他
学
科
・
他
専

攻
に
設
置
さ
れ
た
専
門
科
目
も
履
修
可
能
で
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
「
幅
広
い
教
養
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
生
が
専
門
分
野
を
極
め
つ
つ
、
主
体
的
に

多
様
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
た
文
学
部
の
仕
組
み
を
、
合
田
正
人
文

学
部
長
は
「
知
の
多
島
海
」
と
い
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
島
は
な
く
、
複
雑
な

海
流
が
島
と
島
と
を
隔
て
て
も
い
ま
す
が
「
勇

気
を
も
っ
て
島
か
ら
島
へ
と
渡
ろ
う
と
す
る
こ

と
、
こ
の
島
迷
い
の
ス
リ
ル
と
歓
喜
を
ぜ
ひ
わ

が
文
学
部
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
る
。

地
球
の
誕
生
以
来
、
46
億
年
の
歴
史
の
最
先

端
に
今
、
わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
い
る
。
約
20
万

年
前
、
ア
フ
リ
カ
で
現
生
人
類
が
誕
生
し
た
後
、

ア
フ
リ
カ
を
出
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
現
在
の
日

本
の
地
へ
辿
り
つ
く
ま
で
に
、
何
度
も
海
を

渡
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人
類
が
、

未
知
の
海
へ
と
船
を
こ
ぎ
だ
し
た
理
由
と
し
て
、

食
料
不
足
や
身
の
危
険
か
ら
の
逃
避
な
ど
と
と

も
に
、
何
よ
り
も
人
類
が
持
つ
知
的
好
奇
心
に

あ
っ
た
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

文
学
部
に
お
け
る

「
1
年
次
か
ら
の
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
」

文学部教授・教務主任
専門： オスマン帝国史
東京都生まれ
1997年　 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博

士後期課程満期退学、明治大学文学部非常勤
講師

1999年　立命館大学文学部助教授
2007年　立命館大学文学部教授
2009年から現職

主な著書・論文
Yağcı Bedir Yörükleri : Bir Yörük Grubu ve Hayat 

Tarzı （『ヤージュ・ベディル遊牧民―ある遊牧民グループ
の生活様式』）（共著・Eren・2007年）
『世紀末イスタンブルの演劇空間―都市社会史の視点から』
（共著・白帝社・2016年）
Bir KentinToplumsal Tarihi Açısından Osmanlı’nın 
Son Döneminde İstanbul’da Tiyatro ve Çevresi （『都
市社会史の視点からみたオスマン帝国末期イスタンブルに
おける演劇空間』）（共著・Dergah・2021年）

所属学会
日本オリエント学会、日本中東学会、日本イスラム協会、東
欧史研究会、駿台史学会、明治大学東洋史談話会

江川  ひかり   EGAWA Hikari

PROFILE

学
科 専攻 1年次 2年次 3年次 4年次

文
学
科

日本文学 基礎演習 日本文学演習 日本文学演習 卒業論文
英米文学 基礎演習 英米文学演習 英米文学演習 卒業論文
ドイツ文学 基礎演習 ドイツ文学・文化演習 卒業論文予備ゼミ 卒業論文
フランス文学 基礎演習 フランス文学演習 フランス文学演習 卒業論文

フランス語学演習 フランス文学・語学演習
演劇学 基礎演習 演劇学演習 演劇学演習 卒業論文

文芸メディア 基礎演習 文芸メディア演習 文芸メディア演習 文芸メディア演習
表現・創作 表現・創作 卒業論文・卒業制作

史
学
地
理
学
科

日本史学 基礎演習 史料演習 演習 卒業論文
文献講読

アジア史 基礎演習 史料演習 演習 卒業論文
文献講読

西洋史学 基礎演習 史料演習 演習 卒業論文
原書講読

考古学 基礎演習 考古学研究法 演習 卒業論文
考古学実習 考古学実習

地理学 基礎演習 地理学研究法 演習 卒業論文
地理学実習 地理学実習 地理学実習 地理学実習

心
理
社
会
学
科

臨床心理学 基礎演習I 基礎演習II 臨床心理学演習 卒業論文
心理学実験

現代社会学 基礎演習I 基礎演習II 現代社会学演習 卒業論文
現代社会学実習

哲学 基礎演習 哲学演習 哲学演習 卒業論文
哲学プラクティス

＊黄色は、該当する2年間のいずれかで履修することを意味する

表　専攻別少人数ゼミナール科目（必修科目のみ）
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Education of Meiji University

に
と
っ
て
は
、
高
校
時
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
的
な

役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
大
学
と
い
う
大
海
原

に
お
い
て
、
時
に
は
大
勢
の
人
波
に
溺
れ
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
基
礎
演
習
ク
ラ
ス
は
、

ま
さ
に
ホ
ー
ム
と
な
る
寄
港
地
と
言
え
る
。

基
礎
演
習
を
学
修
し
た
後
、
2
年
次
の
少
人

数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
「
演
習
」
は
、
各
専
攻

に
お
け
る
学
問
分
野
の
特
性
に
応
じ
て
「
文
学

演
習
」「
史
料
演
習
」「
文
献
講
読
」
や
「
研
究

法
」「
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
な
ど
の
名
称
で
、
よ
り

研
究
を
深
め
て
い
く
。
例
え
ば
、
文
学
科
演
劇

学
専
攻
の
「
演
劇
学
演
習
」
で
は
、
基
礎
演
習

に
お
け
る
基
本
的
研
究
姿
勢
の
涵
養
を
受
け
て
、

よ
り
各
論
に
踏
み
込
み
、
深
み
の
あ
る
学
び
を

目
指
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
演
劇
の
実
践

家
を
お
招
き
し
て
上
演
の
視
点
か
ら
戯
曲
を
読

み
解
く
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
り
、
宝
塚
研
究
の

よ
う
に
統
一
し
た
テ
ー
マ
を
設
け
た
上
で
上
演

を
視
野
に
入
れ
た
共
同
研
究
を
行
っ
た
り
な
ど
、

立
体
的
で
多
面
的
な
学
習
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
史
学
地
理
学
科
ア
ジ
ア
史
専
攻
の
あ

る
「
史
料
演
習
」
で
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代

の
17
世
紀
に
書
か
れ
た
旅
行
記
史
料
の
英
訳
を

講
読
し
、
当
時
の
旅
行
者
が
辿
っ
た
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
や
エ
ル
サ
レ
ム
の
町
の
記
述
と
現
代
の
地

図
と
を
照
合
し
な
が
ら
、
史
料
批
判
の
視
点
を

念
頭
に
、
複
数
の
史
料
を
比
較
・
検
討
す
る
研

究
手
法
を
学
ん
で
い
る
。

和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
1
・
2
年
生
の
生
活

を
終
え
、
3
年
生
の
4
月
に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
移
っ
た
学
生
は
、「
卒
業
」
の
二
文
字
が
ち

ら
つ
き
始
め
、
大
学
4
年
間
の
半
分
が
経
過
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
と
い
う
。
各
学

生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
を
定
め
、
卒

業
論
文
完
成
に
向
け
て
準
備
を
始
め
る
。
3
年

次
の
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
は
、
各
専
攻

で
「
演
習
」、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ミ
」
が
本
格
化

す
る
。
演
習
で
は
、
各
学
生
が
卒
業
論
文
で
研

究
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
そ
の
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
の
か
」「
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行

研
究
に
は
ど
の
よ
う
な
書
籍
・
論
文
が
あ
る
の

か
」「
そ
の
テ
ー
マ
の
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
な

の
か
」「
卒
論
で
は
何
を
明
ら
か
に
し
た
い
の

か
」
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
考
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
各
学
生
は
、

ゼ
ミ
で
発
表
し
、
質
疑
応
答
・
議
論
を
行
う
中

で
、
基
礎
知
識
の
不
足
や
新
た
な
問
題
の
視
角

に
気
が
付
く
。
時
に
は
学
生
同
士
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
卒
論
に
プ
ラ
ス
と
な
る
情
報
を
得
る
こ
と

も
あ
り
、
ゼ
ミ
発
表
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
キ
ル
を
修
得
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に

専
門
知
識
を
磨
く
場
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ア
ジ
ア
史
専
攻
の
あ
る
演
習
ク
ラ

ス
で
は
、
3
年
生
の
夏
休
み
終
了
時
ま
で
に
文

献
・
学
術
論
文
10
本
を
読
み
、
そ
の
要
約
お
よ

び
批
評
を
ま
と
め
て
秋
学
期
の
発
表
へ
と
生
か

し
、
さ
ら
に
秋
学
期
末
に
8
0
0
0
字
の
卒
業

予
備
論
文
を
提
出
す
る
。
教
員
は
予
備
論
文
を

読
み
、
一
人
ず
つ
面
談
を
し
て
返
却
す
る
。
こ

の
予
備
論
文
執
筆
に
よ
っ
て
、
論
文
構
成
（
章

立
て
）、
本
文
・
注
・
参
考
文
献
の
書
き
方
な
ど

卒
業
論
文
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
卒
業

論
文
の
方
向
性
が
明
確
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
4
年
次
の
「
卒

業
論
文
」
ゼ
ミ
で
卒
業
論
文
の
中
間
報
告
を
し

つ
つ
、
執
筆
作
業
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。
今
日
、

3
年
生
の
初
冬
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
り
、
4

年
生
の
春
学
期
い
っ
ぱ
い
就
職
活
動
に
追
わ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
就
職
活
動
の

中
で
、
卒
業
論
文
執
筆
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
3
年
次

の
「
演
習
」
か
ら
の
卒
論
に
向
け
た
積
み
重
ね

が
大
切
と
な
る
。

以
上
、
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
文
学
部
の

少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
は
、「
基
礎
演
習
」
に

始
ま
り
「
卒
業
論
文
」
の
完
成
に
至
る
ま
で
、

各
専
攻
に
お
け
る
学
問
分
野
の
特
性
に
応
じ
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
体
系
的
に
組
ま
れ
て
い
る
。

少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
醍
醐
味
は
、
教
員
と
ゼ

ミ
生
と
の
議
論
の
中
で
、
時
に
は
同
感
し
合
い
、

時
に
は
口
角
泡
を
飛
ば
す
激
論
の
果
て
に
、

ふ
っ
と
新
た
な
、
よ
り
深
い
理
解
へ
と
ゼ
ミ
生

全
員
が
導
か
れ
た
時
の
止
揚
感
・
知
的
感
動
を

共
有
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

で
は
、
文
学
部
で
4
年
間
過
ご
し
た
学
生
た

ち
は
、
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
就
職
活
動
を
終
え

た
あ
る
4
年
生
は
「
ゼ
ミ
で
何
度
も
発
表
を
経

験
し
た
こ
と
が
就
活
の
面
接
に
役
立
っ
た
」「
ゼ

ミ
で
の
仲
間
の
発
表
に
対
し
て
、
必
ず
良
い
点

と
改
善
点
と
を
考
え
て
き
た
こ
と
が
、
就
活
の

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
生
か
さ
れ
た
」

と
話
し
に
来
て
く
れ
た
。
ま
た
、
10
年
前
に
卒

業
し
た
I
T
企
業
に
勤
務
す
る
卒
業
生
は
「
あ

る
テ
ー
マ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
批
判

的
に
分
析
し
、
比
較
・
検
討
し
て
問
題
解
決
策

を
導
き
出
す
と
い
う
、
現
在
仕
事
で
実
践
し
て

い
る
手
法
は
、
も
と
も
と
卒
論
の
時
に
学
ん
だ

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
後
輩
に
、
今
の
勉
強
を

し
っ
か
り
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
話
を

し
た
い
ん
で
す
」
と
、
指
導
教
員
で
あ
る
筆
者

に
連
絡
を
し
て
き
た
の
で
、
実
際
に
現
役
生
に

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
・

卒
業
生
の
言
葉
は
、
文
学
部
の
少
人
数
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
教
育
で
培
わ
れ
た
知
識
や
研
究
手
法
が
、

単
な
る
大
学
4
年
間
の
学
び
に
留
ま
ら
ず
、
そ

の
後
の
人
生
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に

自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
2
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
少
人
数
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
さ
え
、
対
面
が
か
な
わ
な
い
時
期
が

長
く
続
い
た
が
、
ゼ
ミ
単
位
で
の
学
外
見
学
、

合
宿
な
ど
の
行
事
が
か
つ
て
の
よ
う
に
、
安
心

し
て
開
催
で
き
る
状
況
に
一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
文
学
部
で
は
今
後
、

学
部
生
と
大
学
院
生
が
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
学
修
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。

学外見学の様子（現代社会学専攻）

ゼミの風景（臨床心理学専攻）
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